
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 24 年 5 月 29 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：日本国内の降雨のホルムアルデヒド等のアルデヒド類による汚染を北

海道から九州に至る 19 地点において 3 年間継続して調査した。また，人間活動の異なる都市

と地方の 3 地点（富山県，石川県，岐阜県）において，降雨中のこれらの成分の詳細な濃度変

化を追跡し，比較した。それらの結果を総合すると，アルデヒド類による雨水汚染は全国規模

で深刻な状況であり，それに人間活動を反映したレベルの汚染が加わっている実態が明らかに

なった。 
研究成果の概要（英文）：The rainwater pollution with aldehydes including formaldehyde was 
investigated for 3 years at 19 sites of wide area in Japan from Hokkaido to Kyusyu and at 3 
urban and rural sites of Toyama, Ishikawa and Gifu prefectures. It was concluded that the 
pollution with the aldehydes is very serious at any site in Japan. The pollution levels were 
also reflected from the human activity of the local areas. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2009 年度 2,500,000 750,000 3,250,000 

2010 年度 500,000 150,000 650,000 

2011 年度 500,000 150,000 650,000 

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：環境学 
キーワード：環境計測 
 
１．研究開始当初の背景 
 富山県内の降雨中のホルムアルデヒド濃

度を測定したところ，水道水基準(0.08ppm)
を超えることがしばしばあることを見出し

た。そこで，観測範囲を日本全国に広げ，降

雨のホルムアルデヒド汚染の実態を明らか

にすることとした。 
 
２．研究の目的 
 日本国内の降雨のホルムアルデヒドなど

のアルデヒド類による汚染の実態を広域か

つ長期に亘って調べ，また，人間活動の異な

る場所による汚染レベルの違いを調べ，それ

らを総合して，汚染の原因，汚染の機構を明

らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 調査期間：2009 年～2011 年 
(2) 調査地点：北海道から九州までの 19 地点 
(3) 雨の採取：採水点に住む，調査協力員に
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よって一雨ごとに採取してもらい，冷蔵状態

で富山大学の研究室に配送してもらった。 
(4) 雨の分析：研究室では直ちに，雨水中の

ホルムアルデヒド，アセトアルデヒドなどの

個別のアルデヒド類を HPLC 法で，また，全

脂肪族アルデヒドの濃度を吸光光度法によ

って測定した。 
 

４．研究成果 

(1) 全国的な汚染レベル：北海道から九州ま

でホルムアルデヒド等のアルデヒド類によ

る雨水汚染は，地域や季節によらず水道水基

準を超えることが日常的であることがわか

った。 

(2) 汚染レベルが降雨量によって強く影響

され，それぞれの雨試料について汚染レベル

と降雨量の関係は，下図のようになり，場所

や季節によらないことが明らかになった。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    図中記号 TA:全脂肪族アルデヒド 

        FA:ホルムアルデヒド 

        AA:アセトアルデヒド 

 

さらに，降雨量とホルムアルデヒド濃度との

関係は次式で表されることを見出した。 

Cobs = m/v + Ceq  

[ Cobs:測定濃度，m：初期沈積量(mg/m2),v:雨

量(mm), Ceq：バックグランド濃度]  

(3) 富山市，輪島市（石川県），高山市（岐

阜県）において，一降雨の雨水を 1mmずつ採

取し，降雨の進行によって，汚染の状況がど

のように変わるかを観測した。その結果，降

雨のごく初期において水道水基準(0.08 ppm)

を超える高濃度に汚染されており，そのあと

は汚染レベルが低く，ほぼ一定であることが

分かった。汚染レベルの地域差はごく初期の

降雨にみられ，その後のやや低いレベルの汚

染はほぼ同程度であった。 

 また，降雨の中断後，再開した降雨中のホ

ルムアルデヒド濃度は高く，降雨の進行によ

って低下した。 

(4) 以上のことから，ホルムアルデヒド等に

よる雨の汚染は全国広域に及んでおり，また，

それに加えて地域の人間活動を反映してい

ることがわかった。その原因は，ホルムアル

デヒド等が主に他の有機物の光化学反応に

よって生成し，しかも，その反応の元になる

有機物質（メタンなど）による大気汚染が全

国に及んでいるためと推論できる。 
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